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ガバナーメッセージ

ガバナー

（小樽南RC）
松浦 光紀

　先月は、インターシティミーティン
グにおいては９日第２グループ赤平
市、１６日第３グループ江別市、３０
日第４グループ、第５グループが合同
で札幌市で開催されました。
　各ＩＭは、テーマに沿い大変工夫さ
れた内容で素晴らしいものでした。
　２６日には、函館五稜郭すずらん衛
星クラブの認可祝賀会に出席させて
頂きました。このクラブは、函館五稜
郭ロータリークラブを親クラブとし
て、若い方を中心に組織されました。
会長には、過去に函館五稜郭ＲＣを退
会された方が経験を活かし参加され、
新しいクラブをまとめ上げておりま
した。若い会員の方を中心としたクラ
ブ運営は、例会日の設定、例会時間の
設定など、奉仕活動等新しい視点で、
会員の行動に合わせた設定になって
いました。衛星クラブ設立は、ロータ
リーの多様性に沿った組織であると
感じました。

　次年度出村ガバナー年度の活動が
始まりました。２３日、２４日は、会長
エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）と
地区研修・協議会が開催され、ロータ
リー財団セミナー、米山セミナーも開
催されました。次年度は、地区の委員
会活動を見直し、改善され、地区委員
会活動等に関し、新しい観点からの取
り組みがスタートとされました。
　私の年度も後３ケ月となりました。
皆様のご支援に感謝申し上げます。

国際ロータリー２５１０地区

国際ロータリー第２５１０地区
２０２３ー２０２４年度地区目標
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１．クラブの戦略計画を打ちたて、会員増強を実現しよう

２．ポリオデーに参加しよう

３．地域に根ざした青年奉仕を充実させよう

４．オンリーワンチャレンジをみつけよう
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２０２６ー２０２７年度国際ロータリー第２５１０地区ガバナーノミニーの選出に
ついては、地区ガバナー指名委員会より古野重幸君（札幌ＲＣ）が選出された旨、
報告を受けました。
　国際ロータリー細則第１２条第２節［１２.０２０. ガバナー選出手続］に基づき、
古野重幸君を２０２６－２０２７年度第２５１０地区ガバナーノミニーとすること
を決定し、ここに宣言いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第２５１０地区
２０２３－２０２４年度ガバナー　　松浦光紀

　　　　　　　（小樽南ＲＣ）

【２０２６－２０２７年度ガバナーノミニー】

会員名：古野重幸（ふるのしげゆき）（札幌ロータリークラブ）　
生年月日：１９５８年３月１６日生まれ
職業分類：建築設備
　　　　　フルテック ( 株 )　代表取締役社長

【ロータリー歴】
・クラブ
１９９９年４月入会
２００９～１０年度　クラブ幹事
２０１８～１９年度　クラブ会長

・地区
２００２～０５年度　地区インターアクト委員
２０１０～１１年度　地区 GSE 委員
２０１１～１２年度　地区職業研修委員
２０１２～１３年度　地区職業研修副委員長
２０１３～１４年度　地区職業研修チーム副委員長
２０２２～２３年度　ガバナー補佐（第４グループ担当）
　　　　　　　　　　
１９７４～７５年度　ロータリー青少年交換学生
　　　　　　　　　　（オーストラリア・ROBINVALE RC）
その他
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（３回目）
ポール・ハリス・ソサエティ
米山功労者マルチプル（３回目）

２０２６ー２０２７年度国際ロータリー第２５１０地区ガバナーノミニーの選出に

ガバナーノミニー決定宣言
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例会場変更のお知らせ
札幌モーニングロータリークラブ

会長　内田　芳史
　　幹事　小川　正人

拝啓　
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は当クラブに対し、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、このたびセンチュリーロイヤルホテル閉館に伴い、例会場を下記の通り変更する運び
となりました。
ご不便ご面倒をおかけいたしますが、ご周知の程何卒よろしくお願い申し上げます。
　尚、例会日時（水曜日7：30～）・事務局の変更はございません。

敬具
記

　新例会場　　メルキュール札幌
　　　　　　　〒064-0804　
　　　　　　　札幌市中央区南４条西２丁目２－４

　　　　　　　TEL：０１１―５１３―１１００

　開始日　　　２０２４年5月２２日（水）　７：３０～

RI2510 地区 

第 2 グループ 

都市連合会

Intercity Meeting 2023-24 年度

テーマ：『 ロータリーと若い チ・カ・ラ 』 

と き：令和 6 年 3 月 9 日（土） 

    本会議 15:00～17:00 

    懇親会 17:30～19:30 

ところ：赤平市交流センターみらい 

REPORTS

今年度の第 2 グループ都市連合会は赤平ロータリー

クラブ（以下 RC）がホストクラブとなって開催されま

した。特筆すべきは赤平ローターアクト（以下 RAC）

と準備からすべてを共同で進めてきたことです。それは

赤平ＲＣが、第 2Ｇで唯一アクトを擁しているクラブで

あること。そのアクトの活動が活発であることなどか

ら、IM のテーマを「ロータリーと若いチ・カ・ラ」に

設定したことにも表れています。 

来賓に松浦ガバナー、畠山赤平市長、渡邉パストガバ

ナー（当日、欠席）、宗方次年度ガバナー補佐を招き、 

ガバナー、市長から挨拶を頂きました。

プログラムのメインは各アクトによる記念発表。 

東京日本橋 RAC・兵庫豊岡 RAC・帯広 RAC・赤 RAC がそ

れぞれのクラブの活動をパワーポイントを使って発表してく

れました。富良野 RAC からも IM でアクトが活動を発表する

と聞き、急遽駆けつけてくれました。 

それぞれのクラブの活動はその取り組みの多様さや、柔軟

な発想によるクラブ運営などが発揮されていることに、松浦

ガバナーからも講評において高い評価の言葉をいただきまし

た。アクトの具体的な活動内容が紹介され、参加したロータ

リアンにとっても分かりやすい内容だったと思います。 

松浦ガバナーによる来賓

挨拶。注目点は掲揚され

ている旗です。

国旗、ロータリー旗とと

もに赤平 RAC の旗が掲

揚されています（右端）

アクターからの要望があ

って実現したものです。

IM 本会議は開会の点鐘、国家・ソング斉唱、物故会

員への黙祷、主催者挨拶、来賓挨拶とセレモニーが粛々

と続き、次年度ガバナー補佐紹介へと進みました。 

次年度は芦別 RC から宗方裕之会員がガバナー補佐

に指名されており宇戸現ガバナー補佐から紹介されまし

た。続いて宗方ガバナー補佐が次年度の 4 クラブの会

長・幹事を紹介し、参加者から盛大な拍手が起こりまし

た。恒例のセレモニーが滞りなく済み、メインプログラ

ムの記念発表「アクト活動の実際」へと移っていきまし

た。 

余興に入るといき

なりサプライズ。 

赤平 RC の早坂会

長と芦別 RC 多田

会長による演奏が

始まりました。

二人が演奏したの

がルイ・アームス

トロングの「what

ａ Wondrful

World」

テーブル対抗スポ

ーツ吹き矢。真ん

中を射抜いたのは 

滝川 RC の神部さ

ん唯一人！

【 後日談 】

第 2 グループの IM が終わり、二週間後に山形県山

形市で全国ローターアクト研修会（全研）が開催され

ました。赤平 RAC から 4 名が参加しました。 

山形は第 2800 地区にあり、今年度の伊藤ガバナ

ーが開会の挨拶を行いました。その挨拶の中で 2510

地区第 2 グループの IM について触れたくだりがあり

以下に記します。 

…2019 年の RI 規定審議会より、ローターアクト

の立場における変革が全世界・全国でより具体化され

つつあります。各地区、各クラブが方針に沿った活動

をしなければなりません。そのような中、良い行動を

されているローターアクトを紹介します。 

先日、3 月 9 日第 2510 地区（北海道西部）第 2

グループ インターミーティングにおいて赤平ＲＡＣ

がスポンサーの赤平 RC と共同でホストをしたと聞い

ております。共同で行うクラブの関係性が正にロータ

ーアクトの立ち位置を作ります。プログラム内容は赤

平 RAC がとりしきり、2510 地区ガバナーを中心に

大盛況であったと伺いました」 

他地区のガバナー3 名からもお褒めの言葉があった

とのことです。 

東京日本橋 RAC 松崎遥直前会長による活動内容の

発表。スポンサークラブの東京日本橋 RC と赤平

RC は甲子園で二回対戦したことがあります。
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ガバナー事務所からお願い
１．クラブの例会・会員数報告について
　毎月の最終例会から 15 日以内にガバナー事務所へ
FAX かメールにて提出するようにお願い致します。

２．変更等のご報告について
　新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例
会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。新しく会員が
入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業
分類をお知らせ下さい。
　また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、
ロータリー歴、お写真を至急ご報告くださいますよう
お願い致します。

３．クラブの移動例会等について
　地区ホームページにフォームがありますので、アク
セスしてご連絡下さい。地区ホームページ⇒クラブ情
報⇒例会変更フォーム の順でアクセスできます。

（ホームページにアクセスが難しい場合は FAX、メー
ルでお送り下さい）
４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
５．ガバナー月信への原稿寄稿について
　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400 字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。

（メールでのご連絡にご協力ください）

ガバナー事務所
〒060-0042　札幌市中央区大通西 11 丁目 4　大通藤井ビル 7 階
TEL(011)207-2510 ／ FAX(011)207-2512
E-mail：rid2510@pxva.ne.jp　執務時間：午前 10 時 ～ 午後 5 時 30 分 ( 土・日・祝日休み )

最新ロータリーレートは地区 HP をご覧ください

新会員のご紹介

千歳 RC
髙橋　友美恵

令和６年３月１４日
廃棄物収集運搬業

岩見沢 RC
江連　猛行

令和６年４月４日
普通銀行業

室蘭北 RC
髙柳　知充

令和６年２月２０日
鉄製造業

札幌西北 RC
宇美　繁樹

令和６年４月１１日
電力供給業
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米山功労者　
札幌西ＲＣ　　伏木　忠了　会員　（８回） ２月２２日
白老ＲＣ　　　加藤　泰久　会員　（４回） ２月２２日

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます

ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます

マルチプル･ポール･ハリス･フェロー
砂川ＲＣ　　松原　重俊　会員　　（５回） ２月２６日
岩見沢ＲＣ　小林　弘明　会員　　（６回） ２月１６日
札幌北ＲＣ　大舘　政弘　会員　　（１回） ２月２日
札幌南ＲＣ　山谷　英一　会員　　（２回） ２月２７日
伊達ＲＣ　　大坪　鐵雄　会員　　（１回） ２月２７日
伊達ＲＣ　　守谷　保夫　会員　　（３回） ２月２７日
伊達ＲＣ　　太田　和實　会員　　（３回） ２月２７日
函館ＲＣ　　藤井　方雄　会員　　（７回） ２月２６日
森ＲＣ　　　向　　宣男　会員　　（２回） ２月２６日

ポール･ハリス･フェロー
札幌南ＲＣ　赤地　勇己　会員　　　 ２月２７日

メジャードナー
札幌南ＲＣ　　トーキル・クリステンセン会員　　レベルⅠ　1 月 31 日
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「アクションプランの推進」と「3年間の目標」について

第 2地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 桑澤 一郎 （茅野 RC）

次年度の話で恐縮ですが、ステファニー・アーチック会長エレクトは、会長イニシアティブの一

つに「クラブにおけるアクションプランの推進」を掲げており、新たに各ゾーンに「アクションプラン

チャンピオン（行動計画推進者）」なる役を設け、地区やクラブへのアクションプランの浸透を推し

進めようとしています。

一方で、RI理事会により「3-year rolling targets（3年間の目標）」のパイロット実施が決議され、各 RI理事を通して各

地区、クラブに伝達がおこなわれております。

アクションプランと 3年間の目標は、実は密接に結びついております。つまり、3年間の目標の入力はマイロータリーの「クラ

ブセントラル」からおこないます（現在は 1年のみ＝RIにより改変中）が、その目標の項目はアクションプランの 4つの優先事

項、つまり「より大きなインパクトをもたらす」「参加者の基盤を広げる」「参加者の積極的な関わりを促す」「適応力を高める」に

分類され、それぞれに目標項目が掲げられておりますので、目標設定の前にアクションプランというロータリーの活動方針の

理解が必要となります。もちろん、単に具体的な目標項目に目標数字や奉仕活動目標を入力することはできますが、私たちが

何を目的としてこれらを達成しようとしているかを理解していなければ、数字や奉仕活動が一人歩きしてしまい、それは時にロ

ータリーの目指すものと一致しない場合が出てきてしまう可能性があります。

私たちが目指すもの、これはビジョン声明として掲げられた「私たちは世界で地域社会でそして自分自身の中で、持続可能

な良い変化を生むために、人々が手を取り合って行動する世界を目指しています」であります。この大きな目標に向かって進

むための方法論として様々な取り組みに加え、今回のアクションプラン推進と 3年間の目標があります。この流れを理解して

進めることが重要です。

アクションプランと 3年間の目標については、昨年より設置された JAPAN ROTARY ポータルサイトに詳しい情報を掲載

しています。ぜひこちらをご覧の上、クラブに紹介してご活用いただきますようお願いいたします。

https://www.japanrotary.club

スマホからはこちら

より良いクラブにしよう

第 2地域 ロータリーコーディネーター補佐 黒川 伸一 （富山南 RC）

今年１月のオーランドでは、アーチック会長エレクトの「ロータリーのマジック」のテーマと共

に、３年間の目標と計画、ロータリーの行動計画、ロータリーの強さを維持するため、４つのテ

ストの重要性・ピースポール(平和の塔)プロジェクトの推進、前任者や後任者と協力するこ

と・クラブが取り組んで来たことやクラブに根付いていることに目を向けることを掲げ、単年度

制のシステムに継続性を加え、より良いクラブ作りを目指しています。

ロータリーはクラブが基本をさらに充実させることの重要性を出しており、今までのクラブに継続性の課題を数値化し

て、それぞれの検証を行い続ける事としています。私たちロータリーコーディネーター補佐は、担当の地区に於いてガバ

ナーの地区運営に寄与し、アーチック会長エレクトと一緒にクラブそのものを良くして行きたいと考えます。

私自身、２月には２回目のパキスタン・カラチに行き、現地のポリオワーカーの方々とポリオワクチンの、投与等の活動を

させて頂き、パキスタンのロータリアンの活動や今後の、ポリオ根絶への方向性を見させて頂きました。その中に、ロータ

リー財団の７つの重点分野にもあります「水と衛生」に関して、現地での飲料水に対する支援の必要性を、昨年の活動で

感じていました。給水車での飲料水の配給は、時間と配給量が限られ、今年１月発災した能登地震での長期に渡る水道

水の断水で、どれだけの方々が苦労されたかが、身近で実感致しました。パキスタンの方々は、その状態を毎日の状態

で、ポリオもポリオワーカーの方々のワクチン投与だけで、よく減少していると感心します。２０２６年にはポリオ根絶を目

指しますが、その継続性を保つには「水と衛生」に関しての継続的支援も、ロータリーとして継続課題だと考えます。また、

これらの実現が、本来のポリオ根絶になるとも思いますので、これからも一人のロータリアンとして活動を継続していき

ますので、よろしくお願いいたします。
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２月会員数・例会数報告

重点分野における環境について

第 2地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 篭橋 美久 （名古屋中 RC）

皆様、日頃ロータリー財団の活動にご尽力を賜り、心より厚く御礼申し上げます。今回は、重点分

野に 2021年から加わりました『環境』について少し述べさせて頂きます。昨今、地震や津波等の自

然災害のみならず地球温暖化に伴う異常気象も深刻となり、経済や社会のあらゆる分野に大きな影

響を及ぼしています。こうした状況は、私たちの毎日の生活にも大きな影響を及ぼしています。

昨年から世界中で起きている異常気象が穀物の価格を押し上げ、私たちの家計に大きな影響を

与えています。これも地球温暖化が進行しつつあることを如実に表しているものであります。

これらは、我々の目に留まる事象の一部でありますが、地球環境は、日に日に悪化の一途をたどっております。我々の生活

が快適になればなるほど、現在の地球のどこかで環境破壊が進んでいるということを私たちは強く認識しなければなりません。

日本は、海に囲まれ、多くの海産物に恵まれています。一方で私たちがマグロやウナギの漁獲量を増加させたことは、種の絶

滅の危険性を高め、海の生態系にも大きな影響を与えてきたことを忘れてはなりません。特に、私たちが海に放出している海

洋マイクロプラスチックは、大きな問題として、昨今報道されています。海洋マイクロプラスチックは海を漂流し続けているそう

です。日本においても、地球環境問題は決して他人ごとではなく、喫緊に取り組むべき問題と位置づけるべきであり、ロータリ

ーとしても真剣に活動しなければならないと思います。

まずは、私たち自身が快適な生活を求めるあまり、地球上のどこかの自然を破壊しているという事実を認識するところから

始めましょう。以下、環境保護を進めるためのきっかけとして、いくつか重点的なポイントを提案させて頂きます。皆様の参考に

して頂ければ幸いです。

・地球環境の保全

脱炭素化の推進、化石燃料から再生可能エネルギーへの転換

マイクロプラスチックの流出抑制

・自然との共生

    カーボンニュートラルの推進、森林破壊の抑制、里山の再生計画、生物多様性の保全

・廃棄物の適正処理

    ビン、プラスチック、紙等のリサイクルの推進、ごみの排出抑制・適正処理

こうした問題は一朝一夕に解決できるものではありませんが、どれも私たちの生活に大きな影響を与える事柄です。化石燃

料の使用の抑制を考える。また不要なプラスチックの使用を控えるということも、比較的すぐに始められることかと思います。

地球環境の保護という大きな目標に向かって、まずは小さなステップから始めようではありませんか。それぞれのロータリー会

員の小さな一歩が、地球全体での大きな一歩となるはずです。

なお、この環境分野における補助金の運用は、グローバル補助金を活用することが可能でございます。従来のグローバル補

助金の使途方法は、援助国(先進国)から拠出され、支援国(後進国)へ主流でありましたが、環境分野が加わることにより、先

進国にも適用する機会が増えて参りました。わが国においてもグローバル補助金の活用に向けた計画をされてみてはいかが

でしょうか?

今後のロータリーの奉仕活動において、上述のことを参考にして頂き、草の根の活動をさらに推進していただきたいと思いま

す。環境の保護を重点的に取り入れつつ、ロータリー会員の皆様がさらに充実した活動を展開されることを祈念しております。
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編集後記
　北海道では、やっと春の息吹で色づき始める季節となりました。ロータリークラブの皆様に
おかれましては、新しい春をいかがお過ごしでしょうか。温かな日差しが増えるにつれ第２５
１０地区の活動も活気が満ちてきたように感じております。
　私たちが支援する奨学生たちにとっても、この時期は大きな節目となっています。卒業や就
職を迎え、新たな生活への期待と不安を胸に、それぞれの未来へと歩みを進めています。私た
ちロータリークラブがこれまで彼らに提供してきた支援が、これからの人生にどのような影響
を与えるのか、その報告が楽しみでなりません。彼らが社会のさまざまな場で活躍する姿を見
ることができるのは、私たちにとって大きな喜びです。
　今年度も残り数ヶ月となりましたが、引き続き月信発行へのご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより

　３月も終わり松浦ガバナー事務所スタッフとしての任期も３ヶ月を切りました。３月２６日
に松浦ガバナーに随行して函館五稜郭すずらん衛星クラブ認可祝賀会に出席させていただきま
した。札幌幌南ＲＣ、岩見沢ＲＣ、札幌西北ＲＣに続き地区４番目の衛星クラブの誕生です。
定年退職されクラブを退会された元会員を議長（会長役）になっていただき、本クラブから２
名移籍しての誕生だった様です。ローターアクトクラブを含め新たな若い会員向けの増強の手
段として使えるなとは思ったのですが、当然生みの苦しみはハンパなかった様です。
　４月６日、７日に小樽市朝里川温泉の朝里クラッセホテルで行われた地区研修委員会主催新
会員宿泊研修は、大いに盛り上がったと西方委員長からお聞き致しました。当初は参加人数が
なかなか集まらず、新会員研修小委員会のメンバーには大変ご苦労おかけ致しました。手弁当
で頑張っていただいた地区委員の皆様に感謝申し上げます。
　私事ですが、前述函館から帰樽後滑って足首を骨折してしまいました。まったく雪の無かっ
た函館から、まだ雪の残る小樽に帰って来たからというわけではございませんが、まったくの
自身の不注意でした。現在入院中です。来月ガバナー事務局だよりは、退院して元気な形で書
きたいと思います。

地区代表幹事　斎藤　仁

地区カレンダー４・５月

GOVERNOR’S Monthly Letter

14 15



GOVERNOR’S Monthly Letter

編集後記
　北海道では、やっと春の息吹で色づき始める季節となりました。ロータリークラブの皆様に
おかれましては、新しい春をいかがお過ごしでしょうか。温かな日差しが増えるにつれ第２５
１０地区の活動も活気が満ちてきたように感じております。
　私たちが支援する奨学生たちにとっても、この時期は大きな節目となっています。卒業や就
職を迎え、新たな生活への期待と不安を胸に、それぞれの未来へと歩みを進めています。私た
ちロータリークラブがこれまで彼らに提供してきた支援が、これからの人生にどのような影響
を与えるのか、その報告が楽しみでなりません。彼らが社会のさまざまな場で活躍する姿を見
ることができるのは、私たちにとって大きな喜びです。
　今年度も残り数ヶ月となりましたが、引き続き月信発行へのご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより

　３月も終わり松浦ガバナー事務所スタッフとしての任期も３ヶ月を切りました。３月２６日
に松浦ガバナーに随行して函館五稜郭すずらん衛星クラブ認可祝賀会に出席させていただきま
した。札幌幌南ＲＣ、岩見沢ＲＣ、札幌西北ＲＣに続き地区４番目の衛星クラブの誕生です。
定年退職されクラブを退会された元会員を議長（会長役）になっていただき、本クラブから２
名移籍しての誕生だった様です。ローターアクトクラブを含め新たな若い会員向けの増強の手
段として使えるなとは思ったのですが、当然生みの苦しみはハンパなかった様です。
　４月６日、７日に小樽市朝里川温泉の朝里クラッセホテルで行われた地区研修委員会主催新
会員宿泊研修は、大いに盛り上がったと西方委員長からお聞き致しました。当初は参加人数が
なかなか集まらず、新会員研修小委員会のメンバーには大変ご苦労おかけ致しました。手弁当
で頑張っていただいた地区委員の皆様に感謝申し上げます。
　私事ですが、前述函館から帰樽後滑って足首を骨折してしまいました。まったく雪の無かっ
た函館から、まだ雪の残る小樽に帰って来たからというわけではございませんが、まったくの
自身の不注意でした。現在入院中です。来月ガバナー事務局だよりは、退院して元気な形で書
きたいと思います。

地区代表幹事　斎藤　仁

地区カレンダー４・５月

GOVERNOR’S Monthly Letter

14 15



GOVERNOR’S Monthly Letter

表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

小樽港第３号埠頭に停泊するクルーズ船
ウエステルダム号

　この春、小樽駅の真正面、第３号埠頭に初めて大型クルーズ船が停泊しました。２０２３年
にクルーズ船ターミナルが完工し、本年３月には国際インフォメーションセンターがオープン
しました。大型クルーズ船対応岸壁の工事をしたことで第３号埠頭に受け入れが可能となり、
今年は２９隻のクルーズ船が寄港する予定となっています。整備されて綺麗になった小樽港第
３号埠頭は、新たな賑わいのエリアとして注目されています。

写真：© 中山  仁史 /K２.
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